


一四ワイドシリーズ回元元
ホルムアルデヒド放散等級

F☆☆☆☆

内装仕上げの制限なし

ワイドシリーズは塗料用シンナーでの希釈を可能にした２波形高性能塗料です。

弱溶剤を使用しているため臭いがマイルドで、作業環境の改善に役立ちます。

塗替時､既存塗膜を侵すことが少ないため、既存塗膜の種類を問わずに塗装することができます。

ｇ

ｌ

超低汚染弱溶剤形

アクリルシリコン

樹脂塗料
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超低汚染弱溶剤形

ポリウレタン

樹脂塗料
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ワイドシリコン

防錆形ワイドシリコン

弾性ワイドシリコン

ワイドウレタン

防錆形ワイドウレタン
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弾性ワイドウレタンａｌ

汚染性試験(屋外暴露６ヶ月)

　　ワイドシリコン

※防鏑形ワイドシリコン・

弾性ワイドシリコン ワイドウレタン

促進耐候性試験結果(キセノンランプ法)
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一般ウレタン樹脂塗料

-

ワイドシリコン＆

防錆形ワイドシリコン＆

弾性ワイドシリコン

ワイドウレタン＆

防錆形ワイドウレタン＆

弾性ワイドウレタンα

防鏑形ワイドウレタン･弾性ワイドウレタンαも同様の低汚染効果があります，

一一従来の

　　ポリウレタン樹脂塗料

試験時間(時間)

防錆形ワイドシリーズ防さび試験
(複合サイクル：３６サイクル)

防錆形ワイドウレタン 一般２波形ウレタン樹脂塗料

※防錆形ワイドシリコンも同様の防さび効果があります

注)建物の構造、塗装部位(雨のかかＵが少ない面､汚れが多量に集まる面など)によっては､低汚染効果が発揮されないことがありますのでご了承ください。

塗装間隔及び可使時間

ノ 塗装間隔 可使時間

5～15℃ 15～25℃ 25～35℃ 5～15℃ 15～25℃ 25～35℃

　　ワイドシリコン

防錆形ワイドシリコン

　弾性ワイドシリコン

６時間以上
　フ日以内

３時間以上
　フ日以内

２時間以上
　フ日以内

10時間 ﾌ時間 ４時間

　　ワイドウレタン

防錆形ワイドウレタン

弾性ワイドウレタンα

６時間以上
　フ日以内

３時間以上
　フ日以内

２時間以上
　フ日以内 10時間 ﾌ時間 ４時間

商品体系

商品名 色相 容量

　　ワイドシリコン

肪錆形ワイドシリコン

つや有り
白・黒・赤・赤さび色・オーカー色・黄色・紺
調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色） 　14kgセット（主剤12kg・硬化剤　2kg）

3.5kgセット（主剤　3kg・硬化剤0.5kg）
フ･５･３分つや 白・調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色）

弾性ワイドシリコン
つや有り

白・黒・赤・赤さび色・オーカー色・黄色・紺

調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色） 　１４ｋｇセット（主剤12kg・硬化剤　2kg）

3.5kgセット（主剤　3kg・硬化剤0.5kg）
7・5分つや 白・調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色）

ワイドウレタン
つや有り

白・黒・赤・赤さび色・オーカー色・黄色・紺

調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色） １５ｋｇセット（主剤13kg・硬化剤　2kg）
3kgセット（主剤2.6kg・硬化剤0.4kg）

フ･5･3分つや 白・調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色）

防錆形ワイドウレタン
つや有り

白・黒・赤・赤さび色・オーカー色・黄色・紺
調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色） 　１４ｋｇセット（主剤12kg・硬化剤　2kg）

3.5kgセット（主剤　3kg・硬化剤0.5kg）
フ･５・３分つや 白一調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色）

弾性ワイドウレタンα
つや有り

白・黒・赤・赤さび色・オーカー色・黄色・紺
調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色） 　１４ｋｇセット（主剤12kg・硬化剤　2kg）

3.5kgセット（主剤　3kg・硬化剤0.5kg）
フ･5分つや 白・調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色）

塗装適用範囲

適用部位 適用素地 適用既存塗膜

●建築物(内外部用)

●鋼構造物

●セメント系素材

　コンクリート･モルタル･スレート･PC部材･窯業系サイディングなど

●金属系素地

　鋼板･鋼材･アルミ･ステンレス･金属系サイディング･ﾄタン･カラートタンなど

●合成樹脂調合ペイント　　●ポリウレタン樹脂塗料

●フタル酸樹脂エナメル　　●塩化ゴム系塗料

●アクリル樹脂エナメル　　●リシン･吹付タイル

●アクリルアルキド樹脂塗料

　　　　　　※シャッター･歩行部位への使用は避けてください。
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I謳四１液ワイドシリーズ白目莞回1亘U
ホルムアルデヒド放散等級

F☆☆☆☆
内装仕上げの制限なし

環境に優しく、簡単便利で、経済的。

自己架橋システムの導入により、1液タイプで優れた性能を有する弱溶剤形樹脂塗料です。

環境への配慮と使いやすさを追求し、幅広い既存塗膜に対応する理想的な塗料を提案します。
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j　弱溶剤自己架橋

Ｂ

Ｕ

１

１

ｌ ｊ

ｌ

アクリルシリコン
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弱溶剤自己架橋

ポリウレタン

樹脂塗料
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1液ワイドシリコンａ

１液ワイドウレタン

二㎜

商品体系

促進耐候性試験結果(キセノンランプ法)
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試験時間(時間)

２５００

－1液ワイドシリコンα

　・1液ワイドウレタン

ー一一般アクリル樹脂塗料

商品名 色相 容量

1液ワイドシリコンα
つや有り

白・黒・赤・赤さび色・オーカー色・黄色・紺

調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色）

　１５ｋｇ

　３ｋｇ

(原色のみ)

７･５･３分つや 白・調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色）
１５ｋｇ

　３ｋｇ

1液ワイドウレタン
つや有り

白・黒・赤・赤さび色・オーカー色・黄色・紺

調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色）
１５ｋｇ

　３ｋｇ

７･５･３分つや 白・調色品（淡彩色・中彩色・濃彩色）

１液ワイドウレタン

　　(破風用)
つや有り

チョコレ一トブラウン・ライトブラウン・

カーキ

１５ｋｇ

　３ｋｇ

1液ワイドウレタン

　　木部用下塗 一 マザーブラウン・オフホワイト
16kg

　4kg
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ECO
・

EASY･ECONOMICAL

ｉシャッター･歩行部位への使用は避けてください。

特長
弓皿㎜

◆高附候性◆
自己架橋による強靭な塗膜は、紫外線、酸性雨などに対し　　1波ワイドシリコンα
て優れた抵抗性を示します。

１液ワイドシリコンα:耐慢性１種に相当

１液ワイドウレタン：耐慢性２種に相当

◆�溶剤◆

弱溶剤タイプなので、既存塗膜を溶解、リフティングさせる

心配が少なく、安心して使用できます。

強溶剤タイプに比べ､臭気がマイルドで､作業環境が改善

されます。

◆1液タイプ◆

自己架橋樹脂の技術で使いやすい１液形の塗料設計を

実現しました。

◆低汚染◆

セラミック配合により、低帯電性の汚れにくい塗膜を形成

します。

◆
鉛

無鉛◆

クロムを原料に使用していません。

塗装適用範囲

適用部位 適用素地 適用既存塗膜

●建築物(内外部用)

●鋼構造物

●セメント系素材

　コンクリート･モルタル・木部・スレート･PC部材･窯業系サイディングなど

●金属系素地

　鋼板・鋼材・アルミ・ステンレス・金属系サイディングなど

●合成樹脂調合ペイント　　●ポリウレタン樹脂塗料

●フタル酸樹脂エナメル　　●塩化ゴム系塗料

●アクリル樹脂エナメル　　●リシン･吹付タイル

●アクリルアルキド樹脂塗料

専用色見本

カーキ

ライトブラウン 　　マザーブラウン

(日塗工09-30D近似)

　　オフホワイト
(日塗工N-93近似)

注)色見本は印刷ですので､現物とは若干の色差があります。

ご了承ください。
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　　　　　　●色見本は､紙に塗装していますので､実際の仕上がりと､色･つやが多少異なります｡ご了承ください。

汗回目い　゜色によっては材料費が割高になるものや調色扱いとなるものがありますのでご了承ください。
11ぺI尚い　●広い面積に塗装した場合､実際の色が見本帳の色よりも多少明るく見える場合があります。

　　　　　　●1液ワイドウレタン(破風用)及び１液ワイドウレタン木部用下塗の色は前項の専用色見本からお選びください。



新設塗装仕様
㎜

【平滑仕上げ】

工程． 塗料 (高谷)
標準塗付置
(kg/m2/回)

塗回数 哲？ 塗装方法

１ 素地調整

●素地は十分に乾燥させる。(含水率10％以下､pH10以下)

●素地のレイタンス･エフロレッセンス･汚れは除去し､巣穴･不陸･目違いなどは

　予めラフトンフィラーなどの仕上塗材用下地調整塗材にて補修する。

２ 下塗り ﾜｲﾄﾞｼｰﾗｰEPO １００ 0.10～0.17 １ ３時間以上
はけ塗り

ローラー塗り

エアレス塗り

３ 上塗り
ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

０～２０
0.12～0.16 ２

　3時間以上
(瀧昧)

はけ塗り

ローラー塗り

エアレス塗り

□上塗りの種類:ワイドシリコン･ワイドウレタン

ロ使用可能下塗り:ワイドシーラーEPO･ワイド浸透シーラーシリーズ･ピナクルホワイト･ピナクルシーラー

　　　　　　　　　ラフトンエポキシシーラーなど

　　　　　　　　　押出成型セメント板には､ラフトンエポキシシーラー･ワイドシーラーEPO又は

　　　　　　　　　ワイド浸透シーラーシリーズをご･使用ください。

【凹凸仕上lf】

工程 塗材 (霖k)
標準所要薫
(kg/ma/回)

塗回数 間間 施工方法

１ 下地調整
●下地は十分に乾燥させる。(含水率10％以下､pHIO以下)

●下地のレイタンス･エフロレッセンス･汚れは除去し､巣穴･不随･目違いなどは

　予めラフトンフィラーなどの仕上塗材用下地調整塗材にて補修する。

２ 下塗り
サミプラ

清水

１００

０～５
０．０７～０．ｎ １ 3時間以上

はけ塗り

ローラー塗り

エアレス塗り

３ 主材塗り
ラフトンジャンボRE

清水

１００

０～３
1.4～1.6 １

16時間以上

　凸部処理

　1時間以内

タイルガン

ロ径6.5～8.0mm

吹付圧0.3～0.6MPa

４ 上塗り
ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

０～２０
0.12～0.20 ２

　３時間以上
　７日以内(諜誤診上)

はけ塗り

ローラー塗り

エアレス塗り

□上塗りの種類:ワイドシリコン･ワイドウLノタン

ロ使用可能生材:ラフトンジャンポ･ラフトンジャンポRE･ラフトンジャンポSI、

　　　　　　　　　ラフトンローラー･ラフトンローラーRE･ラフトンローラーSi

□使用可能下塗り:ワイドシーラーEPO･ピナクルホワイト･ピナクルシーラー･ラフトンエポキシシーラー

　　　　　　　　　ワイド浸透シーラーシリーズ･サミプラなど

1防水形凹凸仕上げ】

工程 塗材 (姦瓦)
標準所要量
(kg/m2/回)

塗回数 響毘 施工方法

１ 下地調整

●下地は十分に乾燥させる。(含水率10％以下､pH10以下)

●下地のレイタンス･エフロレッセンス･汚れは除去し､巣穴･不陸･目違いなどは

　予めラフトンフィラーなどの仕上塗材用下地調整塗材にて補修する。

２ 下塗り、
サミブラ

清水

１００

０～５
0.07～0.11 １ ３時間以上

はけ塗り

ローラー塗り

エアレス塗り

３

１

り

琵
ﾗﾌﾄﾝ弾性ｼﾞｬﾝﾎﾞG

清水

１００

４～６
1.5～1,8 １ 5時間以上

リシンガン・タイルガン

ロ径5.0～6.5mm

吹付圧0.3～0.5MPa

横様
塗り

ﾗﾌﾄﾝ弾性ｼﾞｬﾝﾎﾞG

清水

100
1～3

1.0～1.3 １
16時間以上

　凸部処理

　1時間以内

リシンガン・タイルガン

ロ径6,5～8.0mm

吹付圧0.2～0.4MPa

４ 上塗り
弾性ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

０～２０
０．１２～０．２０ ２

愕ｍ渥

(造語孔)

はけ塗り

ローラー塗り
エアレス塗り

□上塗りの種類:弾性ワイドシリコン･弾性ワイドウLノタンα

□使用可能主材:ラフトン弾性ジャンポG又|まRE･ラフトン弾性ローラーG又はRE

□使用可能下塗り:ワイドシーラーEp口･ピナクルホワイト･ピナクルシーラー･ラフトンエポキシシーラー

　　　　　　　　　ワイド浸透シーラーシリーズ･サミプラ

　※防水形凹凸仕上げの上塗りは､弾性ワイドシリコン･弾性ワイドウレタンαのみ使用可能

ｊ‾ﾐ．１７　１Ｊｓ７ｇ　Ｆ　　　　　　ｒ

工程 塗料 (j
ak

)
標準塗付董
(kg/m2/回)

塗回数 鴛讐 塗装方法

１ 素地調整

●ディスクサンダーなどの扇動工具を主体とし､スクレーパー･ワイヤーブラシ･研磨布･

　皮スキなどの手工具を併用して､さび･黒皮･汚染付着物などを除去する。

　(ケレン種別は各錆止塗料のカタログを参照してください｡)

●油類は､溶剤ぶきで除去する。

２ 下塗り

1液ﾜｲﾄﾞさびｽﾄｯﾌﾟ
塗料用シンナー

１００
０～５

0.12～0.1B 1～2 3時間以上
はけ塗り

ローラー塗り

エアレス塗りﾜｲﾄﾞさびｽﾄｯﾌﾟ

塗料用シンナー

　１００

０～１０
0.18～C124 １～２

8時間以上
１ケ月以内

３ 上塗り
ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

０～２Ｄ
D.12～0.16 ２

儒侃朧ﾆ

(Ｊ添髪上)

はけ塗り

ローラー塗り

エアレス塗り

□上塗りの種類:ワイドシリコン･ワイドウレタン

∩使用可能下塗り:エポマイルド･1液ワイドさびストップ･ワイドさびストップ･エポプラ･さびストップ･

　　　　　　　　リフノン･ワイドラスノンEPO

※どぶ漬け溶融亜鉛めっき鋼材には､塗装上の注意事項を十分に確認の上､ワイドさびストップ

　さびストップを使用してください。

・取扱い上の注意事項

・ﾜｲﾄﾞｼﾘｰｽﾞ、１液ワイドシリーズ、溶剤・ｉ溶剤下塗は、引火性の液体ですので、火

　気のあるところで使用しないでください。

・吸入すると有橿溶剤中毒を起こす恐れがありますから、換気をよくし、蒸気・スプレーミス

　トを吸い込まないよう、保護具を着用してください。

・取扱い作業場所には、局所排気装置を設けてください。

・取扱い中は、皮膚に触れないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用してください。

　　有機ガス用防毒マスクまたは送気マスク・頭巾・保謹めがね・長袖の作業衣・

　　えり巻きタオル・保護手袋・前掛けなど

・臭いは、食料品・飲食器･衣類などに、うつる場合がありますので、作業場所から遠ざ

　けるまたは養生するなど、＋分に注意してください。

・容器から取り出すときは、こぽれないようにしてください。もしこぽれた場合には、布で拭き

　取って、水の入った容器に保管してください。

・皮膚に付着した場合には、直ちに多量の石けん水で洗い落とし、痛みまたは外観に変化

　があるときは、医師の診察を受けてください。

塗り替え塗装仕様

【既存塗膜のテクスチャーを活かす場合】

□上塗りの種類:ワイドシリコン･ワイドウレタン

　※吸い込みが著しいなどで下塗りをされる場合には､ワイドシーラーEPO･ワイド浸透シーラ一シリーズ

　　リフノンをご使用ください。

●既存拙膜…弾性タイル

【既存塗膜のテクスチャーを変える場合】

工程 塗材 (晶tl)
標準所要量
(kg/m2/回)

塗回数 冒胃 施工方法

１ 下地調整
●既存塗膜の浮き・ふくれ・ぜい弱部などはサンダー･皮スキなどを用いて除去する。
●チョーキング･汚れ・じんあい・劣化塗膜などを高圧水洗で除去する。
●水洗い面を十分に乾燥させる。
●既存塗膜の段差を同一模様になる塗材で復元する。

２ 下塗り
リメークプラ

清水

100

1～3
０．８～|．５ １ ８時間以上 パターンローラー塗り

３ 上塗り
ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

０～２０
０．１２～０．２０ ２

　浜野詰
(｡瓢憑乙)

はけ塗り

ローラー塗り
エアレス塗り

□上塗りの種類:ワイドシリコン･ワイドウレタン

　　･l田､.1 7 1:'li､7ぶ　　　　　　　　　　罠

●既存塗ｌ･･ｱｸﾘﾙ鰭ｴﾅﾒﾙ･ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ･塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ一敏ｺﾞﾑ系塗料･合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ

リフノン･ワイドラスノンEPO

※さびが発生していない場合には､下塗りを省略することができます。

L｣上塗りの種類:

【金属系素地の場合】

　さびの発生が著しい場合や､海浜部など腐食環境が厳しい場合は､下塗り(エポマイルドなど)を使用してください。

1木部の場合】

　既存塗膜の剥離が著しく､吸い込み止めが必要な場合は､下塗り(１液ワイドウレタン木部用下塗など)を

　使用してください。

・蒸気、臭いなどを吸い込んで気分が悪<なったときには、空気の清浄な場所で安静にし、

　医師の診察を受けてください。

一目に入った場合には、直ちに多量の流水で洗い、できるだけ早<医師の診察を受けてく

　ださい。

・誤って飲み込んだときには、直ちに医師の診察を受けてください。

・取扱い後は、手洗い・うがい・鼻孔洗浄を＋分に行ってください。

・容器は密栓し、40℃以下で子供の手の届かない一定の場所を定めて保管してください。

　　特に下記場所の保管は避けてください。

　　雨水や直射日光の当たる場所・高温多湿の場所・潮風の当たる場所・凍結の恐れ

　　のある場所など

・火災時には炭酸ガス消火器、泡消火器または粉末消火器を用い初期消火をしてください。

・捨てるときには、産業廃棄物として処分してください。



新設塗装仕様

　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ　Ｆ

【平滑仕上げ】

工程 塗料 (姦し
標準塗付葦

(kg/m2/回)
塗回数 讐？ 塗装方法

１ 素地調整
●素地は、十分に乾燥させる。（含水率１０％以下、ｐＨＩＯ以下）
●素地のレイタンス、エフロエッセンス、汚れは除去し、巣穴、不陸、目違いなどは
　予めラフトンフィラーなどの仕上塗材用下地調整塗材にて補修する。

２ 下塗り ピナクルシーラー １００ ０．１０～０．１７

１ １時間以上
はけ塗り

ウールローラー塗り

エアレス塗り

３ 上塗り
１液ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　ＩＣ〕○

５～１５
０．１２～０．１６ ２

　４時間以上

(J昌浩上)

はけ塗り

ウールローラー塗り

エアレス塗り

□上塗りの種類：１液ワイドシリコンα･１液ワイドウレタン

ロ使用可能下塗り：ピナクJしシーラー・ピナクルホワイト、ワイドシーラーEPO・ワイド浸透シーラーシリー-ズなど

【凹凸仕上げ】

工程 塗料 (姦k)
標準塗付蕭

(kg/m2/回)
塗回数 竺野 塗装方法

１ 下地調整
●下地は、十分に乾燥させる。（含水率１０％以下、ｐＨＩＯ以下）
●下地のレイタンス、エフロエッセンス、汚れは除去し、巣穴、不陸、目遣いなどは
　予めラフトンフィラーなどの仕上塗材用下地調整塗材にて補修する。

２ 下塗り
サミプラ

清水

１００
０～５

０．０７～０．１１ １ ３時間以上
はけ塗り

ウールローラー塗り

エアレス塗り

３ 主材塗り
ラフトンジャンボ

清水

１００

０～２
１．４０～１．６０ １

　16時間以上

（謳菰）

タイルガン

ロ径６．５～８．０ｍｍ

吹付圧0.3～0.6MPa

４ 上塗り
１液ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

５～１５
０．１２～０．２０ ２

　４時間以上

(認否上)

はけ塗り

ウールローラー塗り

エアレス塗り

□使用可能主材：ラフトンジャンポ・ラフトンジャンポRE・ラフトンジャンポSi ・

　　　　　　　　　ラフトンローラー・ラフトンローラーＲＥ・ラフトンローラーSi

□上塗りの種類：１液ワイドシIリコンα･１液ワイドウレタン

ロ使用可能下塗り：ピナクルシーラー・ﾋﾟﾅｸﾙﾎﾜｲﾄ・ワイドシーう－EPO・サミプラ・ワイド浸透シーラーシリーズ

･l削。ｉＳ･：･,,．ＩＳ゛

工程 塗料
　調合

(重量比)

標準塗付量
(kg/m2/回)

塗回数 琵野 塗装方法

１ 素地調整
●ディスクサンダーなどの電動工具を主体とし、スクレーパー、ワイヤーブラシ、

　研磨布、皮すきなどの手工具を併用して、さび、劣化塗膜などを除去する。

●油脂類は溶剤ぶきで除去する。

２ 下塗り エポマイルド １００ ０．１２～０．１６ １～２ ３時間以上
はけ塗り

ウールローラー塗り

エアレス塗り

３ 上塗り
１液ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

５～１５
０．１２～０,１６ ２

　４時間以上

(ぷ訂上)

はけ塗り

ウールローラー塗り

エアレス塗り

□上塗りの種類：１液ワイドシ|リコンα･１液ワイドウLノタン

ロ使用可能下塗り:エポマイルド・エポプラ・さびストップ

　迩どぶ漬け溶融亜鉛めっき鋼材には、ワイドさぴストップを使用してください。

・塗装上の注意事項

・素地は＋分に乾煙させてください。（含水串10％辺下、pH10以下）

・素地の巣穴、クラック、不随、目迫いなどは、予め樹脂モルタルまたはラフトンカチオンSCフィラーな

　どで補修し、平滑にしてください。

・光触媒、無機系、ふっ素樹脂塗料などが施された特殊サイディングボードヘ塗装する場合は、下塗り

　としてWBグリップシーラーEPOをご使用ください。

・常時浸水する部位には、使用を避けてください。

・気温5℃以下、湿度85％以上及び結露が掴念される場合は、塗装を避けてください。

・強風時や降雨、降雪のおそれが･ある場合は塗装を避けてください。

・塗替時は、事前に既存塗鵬を塗料用シンナ一で拭き取り、溶解やリフティングが発生しないことを確腿

　してください。

･塗料用シンナーで溶解やﾘﾌﾃｨﾝｸﾞを生じるような既存塗謨に塗装すると、ふくれ等を発生することがあります。

・吹付塗装の場合は、周囲への飛散防止に＋分注意し、養生などを行ってください。

・主剤、硬化剤は正確に混合し、使用前に＋分かくはんし、均一にしてから塗装してください。また、可使

　時間内にご使用ください。

・使用前に＋分かくはんし、均一にしてｶ･ら塗装してください。

・うすめすぎは、たるみ・隠ぺい不足・つや不良などを生じますので注意してください。

・たれ、塗り残しなどがないように均一に塗装してください。

･塗付量は､標準的な数値です。素地の形状や状態･塗装方法･環境などによって増減することがあります。

・塗付量が少ないと十分な塗謹性能が得られませんので、所定の塗付量を塗装してください。

・各工程の塗装間隔は所定の時間を守ってください。また山間部などで、夜霧が早く降りる地域では、

　塗装を早めに終え、乾燥時間を確保してください。

・被塗物の形状、謹厚、色相、塗装回数、希釈串によりつやが異なって見える場合がありますのでご了

　承ください。塗装前に必ず試し塗･Jを行い、つや等の仕上がりを確認したうえで、本塗装を行ってください。

・上塗りを１回目塗装後に、２回目の色相を変えて塗装しますと、プリードによる変色を生じるときがあり

　ますのでご注意ください。

參スズカコ？1's株式自社
営業本部　〒510-0101三重県四日市市楠町小童10584

研究開発本部　〒510-0851三重県四日市市塩浜町1

札幌支店�0133-60-6311

大阪支店�072-862-1601

九州支店�092-938-0071

東

広

京

洛

支店�03-5661-2211

支店�082-277-1116

URL hhttp://www.suzukafine.co.jp/

塗り替え塗装仕様

【既存塗膜のテクスチャーを活かす場合】(活眼の既存塗眼を対象にしています)

●既存塗膜…リシン･吹付タイル･スタッコ･EP･AEP

工程 塗料 (ぷl)
標準塗付量

(kg/m2/回)
塗回数 1ヅ 塗装方法

１ 下地調整
●チョーキング、汚れ、じんあい、劣化塗膜などを高圧水洗で除去する。

●水洗い面を十分に乾燥させる。

２ 上塗り
１液ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

５～１５
０．１２～０．２０ ２

　４時間以上

(晶臨)

はけ塗り
ウールローラー塗り
エアレス塗り

□上塗りの種類：１液ワイドシリコンα･１液ワイドウレタン

　※吸い込みか著しいなどで下塗りをされる場合には､ﾜｲﾄﾞｼｰﾗｰEPO･ﾜｲﾄﾞ浸透ｼｰﾗｰｼﾘｰｽﾞをご使用ください。

【既存塗膜のテクスチャーを変える場合】

工程 塗料 (姦し
標準塗付葦

(kg/m2/回)
塗回数 鴛讐 塗装方法

１ 下地調整
●既存塗膜の浮き、ふくれ、ぜい弱部などはサンダー・皮すきなどを用いて除去する。
●チョーキング、汚れ、じんあい、劣化塗膜などを高圧水洗で除去する。
●水洗い面を十分に乾燥させる｡●既存塗膜の段差を同一模様になる塗材で復元する。

２ 下塗り
リメークプラ

清水

１００
１～３

０,８０～１．５０ １ ８時間以上 パターンローラー塗り

３ 上塗り
１液ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

５～１５
０．１２～０．２０ ２

　４時間以上

(漂艶上)

はけ塗り
ウールローラー塗り
エアレス塗り

□上塗りの種類：１液ワイドシリコンα･１液ワイドウレタン

■ 注尨l 。Zlj･S!13.1111lSjFiiiSj
皿皿

㎜
一 ㎜

●厩存塗鵬一一･ｱｸIﾘﾙ梱脂ｴﾅﾒﾙ･劃ｳﾚﾀﾝ棚脂ｴﾅﾒﾙ･塩化ﾋﾞﾆﾙ梱圖ｴﾅﾒﾙ･塩化ｺﾞﾑ系塗桐一白成麹圃調合ﾍﾟｲﾝﾄ

工程 塗料 (J畝)
標準塗付童

(kg/m2/回)
塗回数 儒讐 塗装方法

１ 素地調整

●ディスクサンダーなどの電動工具を主体とし、スクレーパー、ワイヤーブラシ、

　研磨布、皮すきなどの手工具を併用して、さび、劣化塗膜などを除去する。

●油脂類は溶剤ぶきで除去する。

２ 下塗り
１液ﾜｲﾄﾞさびｽﾄｯﾌﾟ
塗料用シンナー

１００
０～５

０．１２～０．１８ １～２ ３時間以上
はけ塗り
ウールローラー塗り
エアレス塗り

３ 上塗り
１液ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

５～１５
０．１２～０,１６ ２

　４時間以上

(謬混に上)

はけ塗り
ウールローラー塗り
エアレス塗り

□上塗りの種類：１液ワイドシリコンα･１液ワイドウレタン

ロ使用可能下塗り:エポマイルド・１液ワイドさびストップ・ワイドさびストップ・エポプラ・さびストップ

　※塗り替え面にさぴが発生していない垢合には、下塗りを省略することができます。

■
．Ｓ

工程 塗料 (ぷと)
標準塗付量

(kg/m2/回)
塗回数 禁讐 塗装方法

１ 素地調整

●オーピタルサンダー（研磨紙P180～240）などを用い、かんな目、逆目、毛羽を除去し平滑にする。

●汚れ、じんあいは拭き取り、ヤニづ由脂類は溶剤拭きで除去する。

●既存塗膜の劣化部分は、スクレーパー、研磨等を用いて除去する。

２ 下塗り
１液ワイドウレタン

木部用下塗り

　１００

(無希釈)

０．１２～０．１６ １ ３時間以上
はけ塗り
ローラー塗り
エアレス塗り

３ 上塗り
１液ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

５～１５
０．１２～０．１６ ２

工程内４時間以上

(漂艶

上

)

はけ塗り
ローラー塗り
エアレス塗り

□上塗りの種類：１液ワイドウレタン・１液ワイドシリコンα

□使用可能下塗り：１液ワイドウレタン木部用下塗・エスコート下塗用

-

一

工程 塗料 (姦k)
標準塗付董

(kg/m2/回)
塗回数 竺讐 塗装方法

１ 素地調整
●サンドペーパーなどを用いて目荒しをする。

●汚れ・付着物づ由脂類をシンナーぶきなどにより除去する。

２ 上塗り
１液ワイドシリーズ

塗料用シンナー

　１００

５～１５
０．１２～０．１６ ２

　４時間以上

(J昌ご上)

はけ塗り
ウールローラー塗り
エアレス塗り

□上塗りの種類：１液ワイドシリコンａ･ １ 液ワイドウレタン

一次のような下地面の場合､付着不良や２目塗り時にチヂミを生じることがありますので､塗装を避けてください。

　　・清掃が不十分で汚れが付着している下地・塗料用シンナーの拭き取りで取れる既存塗謨

　　・完全硬化した２液形塗料の既存塗膜など

・シーリング材へ直接塗装すると硬化不良を起こします。また油膜に割れ、剥が･れ、汚れを生じることがあ

　るため、塗装は行わないでください。やむを得ず塗装を行う場合は、必ずｼｰﾘﾝｸﾞ材が＋分に硬化して

　いることを確認の上、予めラフトン逆プライマーを塗装してください。（ポリサルファイド茶シーリングの場

　合は２回塗りしてください。シリコーン茶汲ぴブチJレゴム系シーリング材へは、塗装を避けてください｡）

・シャッター・歩行部位への使用は避けてください。

・ドアバッキン、ゴム、プラスチックなど可塑剤を含むものに本品塗装面が接触すると、粘兼の発生やは

　く離を起こす場合がありますので、接触が予想される箇所には塗装を避けてください。

・ベンチ・ジャングルジムなど人が乗るもの、またテーブル、カウンタ一、樫など物を置くものへの塗装は

　避けてください。

・風通しの悪い箇所では、換気を十分に行ってください。

・開缶した状態で長時間放置しますと、空気と反応し、増粘・皮張りを起こす恐れがあります。使用後の塗

　料は密閉する、また、塗料の残りが少ない場合には小さい容器に移すなどして冷暗所に保管してください。

・塗装用具の洗浄にはスズカシンナー#1000もしくはスズカシンナー#2000をご使用ください。

・補修塗･Jは、使用した塗料（同一ﾛｯﾄ）を用いて、同じ塗装方法で行ってください。

一一常時､高温･高湿度になる箇所や､酸性･アルカリ性物質が当たる箇所は劣化が早くなる可能性があります。

一本見本帳に記載されていない素地や塗装仕様で塗装される場合は、塗謨欠陥を起こすことがあります

　ので、使用する前に最寄りの営業所にお問い合わせください。

注）①建物の構造､塗装部位（雨のかかりが少ない面､汚れが多量に集まる面など）によっては､低汚染効

　　果が発揮されないことがありますのでご了承ください。

②各製品の容器には､取扱い上の注意事項などを記載していますので､必ずお読み頂き､正しく安全に

　ご使用ください｡また､製品の詳細な内容が必要な時には､安全データシーﾄ(SDS)をご参照ください。

�059-397-2187 FAX059-397-6191

�059-346-1116　FAX059-346-4585

名古屋支店�052-411-1255

四国支店�0877-24-4621

取扱店

●この見本幔に記載の内容は、改良などのため予告なしに変更することがありますので、ご了承ください。

●この見本幄に記載辺外の下地や仕種で撞一される場合は、最寄りの営業所にお問い合わせください。

言万］


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6

